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2023 年度（予算） 2022 年度(決算見込) 2021 年度(決算) 2020 年度(決算)

2,725 千円

2023 年度

千円

その他の財源の内容

一般財源 1,890 千円 1,681 千円 1,350 千円 1,397 千円

千円

国補助金の内容 地方創生推進交付金

地方債 千円 千円 千円 千円財源

内訳

国補助金
1,890 千円 1,319 千円 1,350 千円 1328

その他の財源
（使用料、手
数料など）

千円 千円 千円

財源合計 3,780 千円 3,000 千円 2,700 千円

1 人 2,555 千円 1 人 2,547 千円

総事業費 6,256 千円 5,582 千円 5,255 千円 5,272 千円

人件費合計 1 人 2,476 千円 1 人 2,582 千円

千円 1 人 2,547 千円

臨時職員等 人 0 千円 人 0 千円 人 0 千円 人 0 千円

2,476 千円 1 人 2,582 千円 1 人 2,555

関連事業
（同一目的事業等）

総合デザインセンター運営費（6,787千円（施設維持管理、人件費等除く））
商品開発支援・各種デザイン関連セミナーの開催等

コ
ス
ト

事
業
費

事業費合計 3,780 千円 3,000 千円 2,700 千円 2,725 千円

事業費内訳
（2022年度分）

委託費3,000千円
・課題解決型デザイン・インターンシップ　1,000千円
・大学連携ワークショップ　500千円
・成果発表会・展示会等　1,500千円

人
件
費

担当正職員 1 人

千
円

③成果発表会・展示会の開催
　①・②の試作品の発表や首都圏での展示会により当該
事業及び県内企業の魅力発信

1,680
千
円

・参加学生等数
・参加企業数

・参加者満足度
　（質の担保）

目　的
（何のために）

・クリエイティブ人材の活用を促進し、企業の高付加価値化・競争力強化を図る（長）
・デザイン系学生の県内企業への就業意欲の醸成（中①）
・県内企業の魅力発信など、人材獲得力の向上を図るため（中②）
・県内企業のデザイン活用や商品開発に関する研修機会確保のため（短）

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

県内企業、県内外のデザイン系の大学及び学生等
対象者数（全住民に対する割合）

―

実施方法

□直接実施（直営）

■業務委託 又は □指定管理　（委託先：合同会社テクスチャ（公募型プロポーザルで選定）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容
（手段、手法など）

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

①課題解決型デザイン・インターンシップ
・デザイン系学生等の募集
・県内受入企業の募集・調整
・学生等（分野）× 企業（課題）マッチング
・インターンシップ（４泊５日）の運営

1,500
千
円

②大学連携デザイン・ワークショップ
・大学の授業と連携した、県内企業視察やワークショッ
プの企画・運営

600

根拠法令等 ― 担当課･係名 デザイン・クリエイティブ産業振興班

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 長守

実施の背景

県内の⼈⼝・労働⼒の減少や技術革新など、従来の常識や経験が通⽤しない変⾰期にある中、
技術革新を社会ニーズに結び付ける役割が期待される「デザイン」などのクリエイティブな人材の
活用が企業価値や競争力向上に直結するため、デザインを中心としたクリエイティブ産業・人材を
本県に集積させ、本県の産業振興を図る必要がある。

事業シート（概要説明書）

予算事業名 クリエイティブ人材リカレント教育事業 事業開始年度 2016

上位施策事業名 デザイン振興事業 担当局・部名 商工労働部

ここから成果指標を導きます。

事業番号：8月26日（土）④



2023 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 クリエイティブ人材リカレント教育事業 事業開始年度 2016

事業番号：8月26日（土）④

2020 年度

2022 年度 2021 年度 2020 年度

率 -

125 126

42/

年度

県内企業就業者数（累計）
※参加年次や就業時期が異なるため累計

人 - 16/ 12/

新規参加企業数 社 4/ 6/ 2/

参加学生等数 千円 174

学生等満足度 ※2023から数値把握予定

42/

2021

3/

- -

企業満足度　※2023から数値把握予定 率 -

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

＜評価＞
　2016から県内外のデザイン系大学とのネットワーク形成のため県内企業の視察等を実施し、大学と
連携したワークショップの実施などにより、学生の提案から商品化やブランド開発につながるなど全
国でも稀な取組みであり、県内企業への就業実績もある。
　2021年度からは、県内企業のデザインを活用した商品開発の実践研修の機会を確保するため、企業
の課題解決につながる企画提案を含めた実践型のデザイン・インターンシップを実施し、参加企業数
や視察受入など関係企業数も増加している。
　2022の参加者アンケートでは、学生の評価も高く、参加者全員が参加企業の印象がよかったと回答
し、県内での就職についても９割が関心を示したほか、７割の企業がデザイン系人材の採用をすすめ
たいと回答している。
＜今後の方向性＞
　学生・企業ニーズ等を反映しながら、規模の拡充も含め、継続して実施すべき。
＜課題＞
【１】成果の向上
　①参加学生の就業の関心は高いが、就業は低い。
　　結果として、大手企業への就業が多い傾向にある。
　　⇒都会とは異なる富山の食・住環境などの魅力体験、地域の関係者との関わりなど
　②企業（経営者）の、デザイン活用マインドの更なる向上
　　採用後の企業での具体的な活用、現場での影響力などの理解促進
【２】（成果指標数の増加手段として）大幅な規模拡充が困難
　①参加する企業の確保。
　　企業負担の増（旅費、試作費、対応従業員の確保など）
　　特に、小規模事業者はデザイン業務単独での採用が困難。
　②インターンシップ応募者数の確保
　　民間企業は報酬支給型のインターンシップが増加傾向。
　③受入体制の確保
　　現在の職員体制や委託費用では困難。フォロー調査コストも増加。

比較参考値
（他自治体での類似
事業の例など）

金沢美術工芸大学のデザイン科の取組みとして、金沢市や地元企業と連携したワークショップを実
施。プロジェクト毎に大学が受託しており、自治体の固定費用は不明。
https://www.kanazawa-bidai.ac.jp/wp/wp-content/themes/kanabi/pdf/social/booklet2019.pdf
＜有給インターンについて＞
○リクナビ調査：①2019掲載企業4.6％、②2020アンケート有給参加率16.4％
○キャリタス就活 2022 学生モニター調査結果（2021 年 4 月発行）
・インターンシップ満足状況　84.9％
　日数の長さ、社員との接点量、成長感と相関、⇒より実践的な内容が好まれる
　今後、学生のニーズを踏まえ実践型（利益影響）＝報酬支給型の増加が想定される

特記事項

-

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

○長期：商品化件数の増加
○中期：（参加した）デザイン系学生等の県内企業就業者数
○短期：新規参加企業数

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位

単位当たりコスト 総事業費

商品化件数（累計）
※インターンシップでの商品開発には複数年を要する事例
が多いため累計

件 45/ 44/ 23/

2022 年度

事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位

参加学生等数 ※現状目標値設定なし 人 32/

／

参加企業数　 ※現状目標値設定なし 社 9/ 10/

-

参加大学数　 ※目標設定は不要 大学 7/ 9/ 3/

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。
















